日本建築法制会議 第５７回 総会 議事録

日　時：２０１１年１１月４日（金曜日）10時30分～1３時（中締め）～15時 〆。
場　所：東京都中央区京橋２丁目６番７号　京橋区民館　７号室　和室

出席者：９名（敬称略・50音順）　
大山  宏、山東和朗、竹川忠芳、辻 英一、辻村正美、平松朝彦、眞柄榮毅、
柳澤孝次、山田利行
◎　主な情報発信（敬称略）と主な意見交換（⇒）
○　提出資料（辻 英一）

・「鉄筋の柱　地震に弱いズングリ型、危険大きい学校建築、　（実験室で起こった鉄筋コンクリート柱のせん断爆裂）、山田稔、朝日新聞、1970年7月12日
・「阪神高速　警告はあったが・・・学会の体質も壁に、被災地・問わずにいられない、」
：山田稔、神戸新聞、1996年8月3日
⇒　警鐘を鳴らしてから、３０年になる！歴史に学ぶことが肝要なり。

・「一級建築士１２人を懲戒処分、日建設計など大手設計事務所員も対象に、
NIKKEI ARCHITECTURE 、２０１１．１０．１０．
⇒“一罰百戒”なのか、犯罪には再犯率がたかまっている。本当に、世の中を良くするためには、どうやっていくかが重要な課題である。刑事罰と建築基準法上の処分とは異なるのであろうが、もっと先を見て、建築士の質があがる政策遂行も大切。
○話題提供（平松朝彦）
　・「新耐震設計法における構造特性係数Ｄｓ値の工学的論拠はどのようなものなのか」

　⇒“大きな地震がきたときに建物がどんな挙動をするか”ということを、できるだけ

　　　正確に想定し、その想定に基づいて設計が行われることを目標としたものである、
　　　という観点から、構造特性係数Ｄｓ値が塑性変形能力、減衰性に応じて定めるもの

で0.25以上の値となっている。
○　提出資料（大山 宏）
・「建築基本法シンポジウム：建築基本法の必要性と東日本大震災からの復興」（案内）
　　　平成23年11月8日（火）、１４時～１5時30分、衆議院第一議員会館　大会議室
· 「東日本大震災から半年／「合成の護欝」修正する意識を、【首長は厳しい選択と決断必要　　　
／安全・安心の国土づくりへ】、建設通信新聞、2011年９月１２日
・「ＴＰＰ交渉参加で建築士制度の国際化議論再燃か（設計者資格の相互認証を協議）」、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　建設通信新聞、２０１１．１０．２６．
・「建築・まちづくり宣言」、日本建築士会連合会、日本建築士事務所協会連合会、
日本建築家協会、日本建設業連合会、日本建築学会、2011年9月20日

・「＜建築家宣言＞、（公益寄与）、（公益保護）」、日本建築家協会、2011年9月27日
· ＵＩＡ２０１１東京大会宣言　災害を乗り越えて、[災害克服]世界の指標に／ＵＩＡが東京大会宣言採択、建設通信新聞、２０１１．１０．１１．
インタビュー・日本組織委員会会長小倉善明【　市民とともに連携へ一歩／「ＵＩＡ

2011東京大会を終えて」／実務からのアプローチに転換】、建設通信新聞、2011．9.30．
・「幸せの描き方・ブータンの挑戦①」ＧＤＰ信仰からの脱却　国連決議、西日本新聞、

2011年9月14日
・「東日本大震災からの教訓、これからの新しい国つくり」、シンポジウムのご案内および一般講演の募集」、開催日：2012年3月1日（木）、2日（金）、日本建築学会
・「津波予測“過信は禁物”」　原子力学会で東北大・首藤氏、西日本新聞、2011．9.21．
・「津波防災まちづくり法案：避難ビルの建設促す容積率緩和」、毎日新聞、2011．10．２．
・「津波緊急避難所、高層マンションの指定に壁」、神戸新聞、2011年10月2日
・「浸水程度で居住制限　気仙沼市復興計画案」、河北新聞、2011年9月20日

・「根拠のない大震法撤廃を」シンポで地震学の在り方議論、中日新聞、2011．10．16．

・「地震学会：「反省」シンポ　研究者の限界浮かぶ、毎日新聞、2011年10月15日
・「都内各区／建物耐震化支援の利用急増／当初予算枠は消化、補正編成などで対応、
　　日刊建設工業新聞、2011年9月12日
・「地歴書」で家を買う　震災で液状化多発　買い手の不安解消、東京新聞、2011．10．8．
・「地元技術で文化財守る　免震テーブル　川崎の寺院に」、東京新聞、2011．10．１８．
・「ドーム栽培　被災地に秦野の会社、水耕レタスで塩害対策」、東京新聞、2011．9．26．
・「なぜ1000年に一度の天災を考慮する必要があるのか」、ブログLife is beautiful　、2011.10 .14.
・「プレスリリース「福島第一原子力発電所事故から何を学ぶか」、大前研一、ビジネス・ブレークスルー、2011．10．28．
・【社説】「脱原発」を堅持しよう　日本の未来エネルギー」、◆原発に依存しない夏、◆発送電分離は不可避、◆国家百年の計として、東京新聞、2011年9月2日
・「地熱発電　再び脚光　原発２０基分、埋蔵世界３位」、東京新聞、2011．10．9．
・「地熱発電って？　無休の天然ボイラー」、東京新聞、2011。10。9。
· 話題情報提供（山東和朗）

· 「地震の日本史、大地は何を語るのか」、寒川　旭、中公新書

　⇒縄文時代から現代まで地中の痕跡や古文書などを駆使しながら地震で綴る日本の歴史

○　提出資料（真柄栄毅）

・「地震津波大国で、建築寿命百年以上にするまちづくり東京シンポジウム」

　：基調講演　伊藤邦明、“想定外と設計責任”―可能な限りを想定し百年の建築をー

　　報告１：澤村文雄、“被災地からの震災現場報告と硯産業再生計画”

　　報告２：山下三郎、“伝統工芸と日本酒文化によるまちおこし”

　　報告３：渋谷昭、”大震災千年史から何が見えるか“－故きを温ねて新しきを知るー

　、2011年9月10日〔土曜日〕、東京都江戸東京博物館

⇒“建築設計者は可能な限り過去を探り、地域を理解し、且つ、未来を想定しながら、

　　居住者の命と暮らしを守る責任を負う。想定することの覚悟の深さが、責任を果たすことに繋がる“とのメッセージを重く受け止めねばならないと思う。
・「巨大津波と低線量放射線のこと」、神田順、構造家コラム、2011年9月5日
· 提出資料（柳澤孝次）
・「田老＆宮古、３・１１東日本大震災、歴史と教訓」中安宏規、
・「巨大地震は天の警告・記録が残るＭ８以上の巨大地震と巨大津波（理科年表）なゐふるを軽んじた東電・大震災の教訓と復興・昭和八年三月政府と国会（昭和八年三月九日貴族院議事速記録第二十二号）」、中安宏規、年金時代、2011年6月
· 話題情報提供（柳澤孝次）
・「法然寺五重塔（高松市）新築工事」、設計監理・施工、大成建設

・「法然寺　解析で実現した木造の仏塔、現代的な木構造技術と宮大工がタッグを組む　」

、ＮＩＫＫＥＩ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＵＲＥ、２０１１．９．２５．
